










1.研究の必要性と目的 

厚生省の母子保健事業としてのマススクリーニングは先天代謝異常症昭和 52 年、クレチン

症昭和 54 年、神経芽細胞腫昭和 60 年より各々全国実施された。昭和 58年開始されたマス

スクリーニングシステムに関する研究班は、(1)先天代謝異常に関する研究、(2)クレチン

症に関する研究、(3)神経芽細胞腫に関する研究、(4)新しいマススクリーニングの開発に

関する研究、(5)B 型肝炎母子感染防止に関する研究、の各研究班から構成されていた。3

年間で終了した後、昭和 61 年よりマススクリーニングに関する研究班として改組された。

B型肝炎母子感染防止に関する研究はそのまま継続であるが、その他は(1)現行マススクリ

ーニングシステムに関する諸問題の検討、(2)マススクリーニング施行中に新しく派生した

諸問題の検討、(3)今後開発すべきスクリーニング種目の検討の各研究班となった。これに

よって現行マススクリーニングシステムに関する諸問題の検討研究班は先天性代謝異常、

クレチン症、神経芽細胞腫の各領域の研究者より構成されることになった。 

本研究の目的は下記の如くである。 

(1)スクリ一ニングの方法が進歩しており現行方法を改善して行く必要がある。 

(2)地域差を考慮し、スクリーニングシステムを円滑に運営し、確実に実施されるよう検討

する。 

(3)新しい病態が解明しつつあるので、それらを考慮し診断・治療の見直しが必要である。 

(4)スクリーニングで発見・治療された例の長期治療成績を検討する。 


